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3 月 25 日、中部地方整備局名古屋港湾事務所と名古屋港管理組合は、名古屋港湾会館

にて、第４回名古屋港港湾機能継続計画作業部会（座長：名古屋港湾事務所長 永井一浩、

副座長：名古屋港管理組合防災・危機管理担当部長 安藤一弘）を開催した。 

 

当作業部会は、平成 24 年 11 月に設立されたもので、名古屋港港湾機能継続計画（名古屋

港ＢＣＰ）の策定に向けた具体的な作業を行うため、関係行政機関、業界団体等の実務

担当者で構成されている。 

今回で 4 回目の会合となり、今まで検討を進めてきた「緊急物資輸送に係る行動計画」

に加え、新たに「通常貨物輸送の検討」を行い、港湾機能の回復として発災後７日以内

に名古屋港で４バースのコンテナ貨物の輸送再開を目指すとともに、緊急物資輸送の取

扱が落ち着いた段階で一般貨物３バースの輸送再開を目標とした。『名古屋港ＢＣＰ』に

ついては、今回の作業部会にて、構成員から頂いた意見を早期にとりまとめ公表する予

定。 

また、本作業部会は、同日付で「名古屋港ＢＣＰ協議会」へと移行することが了承さ

れた。今後は協議会として「名古屋港ＢＣＰ」に基づき、平常時から関係者間で密接な

連携関係を構築するとともに、継続的な議論、実地訓練等を行うことにより、当該計画

を実効的な計画へと改善を図っていく。 

 

 

名古屋港ＢＣＰ協議会     

 

■会長  ： 中部地方整備局  名古屋港湾事務所長  

■副会長  ： 名古屋港管理組合 総務部担当部長（防災・危機管理担当） 

■事務局 ： 中部地方整備局名古屋港湾事務所及び名古屋港管理組合 

■構成員  ： （一社）日本海上起重技術協会 中部支部 

（一社）海洋調査協会 

（一社）日本埋立浚渫協会 中部支部 

中部港湾空港建設協会連合会 

全国浚渫業協会東海支部 

（一社）愛知県建設業協会 

「南海トラフの巨大地震・津波」に備え、名古屋港ＢＣＰをとりまとめ 

～ 第４回 名古屋港港湾機能継続計画 作業部会を開催しました ～ 



（一社）建設コンサルタンツ協会 中部支部 

名古屋港建設災害防止協会 

伊勢三河湾水先人会 

伊勢湾三河湾タグ協会 

名古屋港運協会 

名古屋海運協会 

（一社）愛知県トラック協会  

中日本高速道路（株）名古屋支社 

名古屋港埠頭（株） 

飛島コンテナ埠頭（株） 

名古屋コンテナ埠頭（株） 

名古屋ユナイテッドコンテナターミナル（株） 

愛知県 建設部 

名古屋市 緑政土木局 

財務省 名古屋税関 

厚生労働省 名古屋検疫所 

農林水産省 名古屋植物防疫所 

海上保安庁 名古屋海上保安部 

国土交通省 中部運輸局 海事振興部 

国土交通省 中部地方整備局 道路部 

国土交通省 中部地方整備局 名古屋国道事務所 

国土交通省 中部地方整備局 港湾空港部 

国土交通省 中部地方整備局 名古屋港湾事務所 

名古屋港管理組合 

 

 

作業部会の様子（別紙） 

 

 

配布先：   中部地方整備局記者クラブ、専門紙記者会、名古屋港記者クラブ、 

港湾新聞、港湾空港タイムズ、日本海事新聞、海事プレス 

 

 

問い合わせ先：国土交通省 中部地方整備局 名古屋港湾事務所 企画調整課 板生  

Tel ０５２－６５１－６７６３ Fax ０５２－６５２－０３０３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

作業部会の様子 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 


